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第 18 回

『小泉八雲の伝説で知られる中菅地区』

町史編 だん よさ り

　

中
菅
地
区
は
、
中
菅
、
中
菅

中
央
、
近
江
・
畑
の
集
落
（
自

治
会
）
で
形
成
さ
れ
、
現
在
（
平

成
27
年
国
勢
調
査
）
の
人
口
は

76
人
（
41
戸
）
で
す
。

　

地
区
内
に
あ
る
滝
山
公
園
は
、

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
、
４

月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
20
㌶
の
山
々
を
ピ
ン
ク
色
に

染
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
大
勢

の
花
見
客
が
訪
れ
る
日
野
町
の

名
所
の
一
つ
で
す
。
一
方
で
、

地
元
民
は
ツ
ツ
ジ
の
保
全
に
も

代
々
に
わ
た
っ
て
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

昔
は
、
臨
時
列
車
も
運
行
さ

れ
、
小
中
学
校
の
定
番
の
遠
足

地
で
黒
坂
駅
か
ら
公
園
ま
で
集

落
内
を
通
る
約
２
㎞
の
道
に
、

花
見
客
の
長
い
列
が
春
の
農
作

業
の
中
で
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
臨
時
バ
ス
と
な
り
、
今

は
マ
イ
カ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
滝
山
公
園
の
奥
手
に

は
滝
山
神
社
が
鎮
座
し
、
そ
の
裏

手
に
は
落
差
約
50
㍍
の
龍
王
滝
が

水
し
ぶ
き
を
舞
い
な
が
ら
、
神
秘

的
に
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。
春
祭
り

は
ツ
ツ
ジ
の
開
花
時
期
と
重
な
る
４

月
29
日
で
、
神
輿
も
出
ま
す
。
ま

た
、
秋
祭
り
は
旧
暦
の
８
月
１
日
で

「
八
朔
祭
り
」
と
呼
ば
れ
、
昔
は
屋

台
が
た
く
さ
ん
出
て
に
ぎ
わ
っ
た
と

か
。
ま
た
、
龍
王
滝
に
打
た
れ
て
無

病
息
災
を
願
う
多
く
の
老
若
男
女

の
参
拝
者
が
あ
り
信
仰
の
あ
つ
い
神

社
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

龍
王
滝
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
一

つ
と
し
て
、
小
泉
八
雲
の
「
骨
董
」

の
中
で
紹
介
さ
れ
た
怪
談
「
幽
霊

滝
の
伝
説
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
の
若
い
嫁
が
仲
間
の
話
に

の
っ
て
、
神
社
の
賽
銭
箱
を
持
ち

帰
っ
た
と
こ
ろ
、
背
負
っ
て
い
た

２
歳
に
な
る
子
ど
も
の
首
が
な
く

な
っ
て
い
た
と
い
う
怪
談
で
す
。

　

こ
の
伝
説
は
、
先
般
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
中
で
、
全
国

の
怪
談
話
の
一
つ
と
し
て
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
に
は
、
地
元
有
志
が
こ
の

怖
い
伝
説
を
逆
手
に
と
っ
て
、
小
泉

八
雲
の
ひ
孫
に
あ
た
る
小
泉
凡
さ

ん
を
招
き
、「
怪
談
ナ
イ
ト
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
が
縁
で
、
小
泉
さ
ん
ゆ
か
り
の

島
根
県
立
大
学
の
学
生
が
か
の
地

に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
人

た
ち
と
の
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滝
山
公
園
は
、
紅
葉
も

有
名
で
平
成
７
年
か
ら
10
年
間

「
滝
山
公
園
紅
葉
マ
ツ
タ
ケ
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
、
地
域
周
辺
の
方
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

近
年
は
、
公
園
内
の
草
刈
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
多
く
の
地
元
住

民
が
参
加
さ
れ
、
地
域
の
公
園

と
し
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
菅
に
は
も
う
一
つ
、
尼
子

氏
と
毛
利
氏
の
合
戦
場
と
し
て

知
ら
れ
る
不ふ
ど
う
が
た
け

動
ケ
嶽
（
集
落
か

ら
７
５
０
㍍
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
不
動
尊
が
ま
つ
ら
れ

信
仰
の
霊
場
と
し
て
、
戦
時
中

は
武
運
長
久
を
祈
る
人
々
の
お

参
り
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
不
動
尊

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
の
で
、

地
域
住
民
が
ご
利
益
を
願
い
昭

和
60
年
に
勧
請
し
ま
し
た
。
地

域
で
は
不
動
ケ
嶽
に
通
じ
る
道

の
草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
旧
暦

の
６
月
18
日
に
は
法
要
が
営
ま

れ
、
地
域
の
安
泰
を
祈
願
し
て

い
ま
す
。

　

畑
集
落
は
、
上
菅
地
区
に
近

く
、
都
合
山
た
た
ら
の
生
産
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
は
多
く
の
労

働
者
が
住
ん
で
い
た
と
か
。
そ

の
証
拠
に
、
平
成
元
年
に
広
域

農
道
が
整
備
さ
れ
た
と
き
、
た

た
ら
職
人
を
葬
っ
た
で
あ
ろ
う

人
骨
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

聞
き
取
り
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
、
風
光
明

媚
な
滝
山
公
園
は
守
り
育
て
行

か
な
け
れ
ば
と
の
熱
い
将
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
有
志
の
グ
ル
ー

プ
「
天
郷
坂
に
集
ま
ろ
会
」
は
、

滝
山
不
動
市
な
ど
地
元
の
利
を

生
か
し
た
ジ
ゲ
お
こ
し
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
松
本
利
秋
＝
政
治
・
行
政
・
教

育
小
委
員
会
）

尼
子
氏
と
毛
利
氏
の

合
戦
場
・
不
動
ヶ
嶽

誇
れ
る
名
所
・
滝
山
公
園

18

～「じげの宝」シリーズ vol. ６～
　「町史編さんだより」の 18 回目は、政治・行政・教育小委員会が、地域の特徴や活動、

行事、祭り、昔話、自慢などを聞き取り、紹介する「じげの宝」をお送りします。

▲にぎわう滝山公園（平成 8年）

▲地域を見守る不動尊（不動ヶ嶽）

▲マツタケ祭りでは地区の有志がもち
つきで歓迎（平成 10 年頃）
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　「料理のコツ解剖図鑑」は、忙しい時にはとばしたり、何のためにやるの
かよく分からないからやらなかったりする小さなコツの科学的な理由が書
かれています。祖母や親、先生から聞いた、やってもやらなくてもよさそ
うなコツがおいしさを作っていて、なぜそのコツが必要なのか、おいしく
なる訳が解説されています。
　料理は実験。結果もすぐに出ますから、短気な人にもぴったりです。レ
シピに載っていないコツを押さえておくと、日々の食事でもおいしいもの
を食べることができる確率が格段に上がりますよ。

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

『料理のコツ解剖図鑑』
豊満美峰子   監修　/　サンクチュアリ出版

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

教育委員会からのお知らせ 10 月 3 日に教育委員会および総合教育会議を開

き、次の案件などについて報告・協議されました。

【教育委員会】
・議事として
▼日野町立小・中学校管理規則の一部を改正する

規則の制定について承認されました。

▼日野町立学校職員の服務に関する規定の一部を

改正する規定の制定について承認されました。

・その他
▼平成 29 年度下期保育所・学校訪問、学校給食

等における食物アレルギー対応指針の改定などに

ついて、報告がありました。

《次回の予定》
▼教育委員会

日時：11 月 2 日（木）午後 1 時　

場所：役場第１会議室

※会議は公開しています。お気軽にお出かけください。

【第 2 回総合教育会議】
▼各学校の学力向上の取り組みについて協議され

ました。

『中学生の悩みごと』
高濱正伸・大塚剛志   著　/　
実務教育出版

　昔、中学生だった人にもおすす
め。秋の夜長に自分に向き合ってみ
ては。
　100 個の「中学生からの質問（悩
みや相談）」に、本音で答えることで、
幸せになるために必要なことは「自
分で考え、行動し、成長（変化）し
てゆく」ことだと気づく本。
　時代が変われば、価値観も変わります。生き残ることができるも
のは、強いものではなく変化に対応できるもの。本質を突いた質問
に真摯に答える、正解のない哲学の世界をご体験ください。晴れわ
たる秋空のようにスッキリとはいかないまでも、心が軽くなります。

この本を紹介して
くれたのは…
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住民課　稲田いずみ　副主幹

　カエル管理職として、駐車場等でエサの
確保に奮闘。今年6月に下榎の加藤さんか
ら分けていただいた金のオタマジャクシ3匹
から育ったカエルなど、合計7匹を役場で
飼育中。現在、冬眠させるべきか悩んでいる。


